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タイおよびこの地域のバイオ産業の
拡大に伴い、タイ国立遺伝子生命工
学研究センター（BIOTEC）が中心と
なってタイ王国バイオリソース研究
センター（TBRC）が設立されること
になりました。生物多様性条約
（CBD）の下に遺伝資源へのアクセス
と利益配分（ABS）の規則と手続き
を定める名古屋議定書（NP）が最近
採択されたことからも、時宜を得た
設立といえましょう。

TBRC では、既に特性がわかってい
る高品質の厳選された生物素材を、
国際品質基準「OECD による生物資
源センターのための最良実施ガイド
ライン」に則って維持管理し、利用
者に提供することを目指していま
す。微生物の菌株は、タイ全土から
カルチャーコレクションのネット
ワークを通して提供されるため、多
様なリソースを提供することができ
ます。微生物菌株を最大限利用する
ために、バイオインフォマティック
スやバイオテクノロジーを駆使し
て、遺伝子配列、酵素のスクリーニ
ング結果、および化合物データベー
スといった有益な情報も提供します。

また TBRC は、タイおよび ASEAN
諸国のバイオリソースの保存と利用
を支援するために、バイオリソース
管理ツール iCollect を提供する予定
です。iCollect は BIOTEC により開
発されたデータベース管理システム
で、これを各保存機関が採用するこ
とによって、利用者にとっては使い
易く、かつ名古屋議定書に従うため
に必要なトレーサビリティも確保で
きるようになります。

タイにおける生物多様性の管理
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タイの各微生物株保存機関がこの法
的問題の認識を深めるための教育
や、タイおよび ASEAN 諸国で使用
されるガイドラインの作成なども
我々の主な活動です。

TBRC は 2014 年 3 月、タイランド
サイエンスパークの新しい最先端施
設において発足する予定です。タイ
ランドサイエンスパークは、タイの
主要な科学技術組織および研究セン
ター（生物工学、コンピュータ工学、
物質科学、およびナノテクノロジー）
だけではなく、Betagro、Ecolab、
M i t r  P h o l 、 P T T  P h e n o l 、
Po lyp l a s t i c s、SCG、Wes te rn  
Digital、Air Products、お よ び
Zoetis（以 前 の Pfizer Animal 
Health）のような、主要なタイお
よび多国籍ハイテク企業の活動拠点
でもあります。

TBRC の組織

TBRC は主として Biomaterials( 生物
材料 )、Bioinformation( 生物情報 )、
Biolaw( 生 物 関 連 法 )、及 び
Biobusiness( バイオビジネス ) の 4
グループからなり、Biobusiness グ
ループは前の３グループをサポート
します。
Biomaterials グループは、民間及び
公共機関に対して、微生物株の 保存
と同定に関する技術的なトレーニン
グや特別のサービスを提供します。
このほか、プラスミド DNA、動物細
胞株、ハイブリドーマクローン、及
び植物生殖質といった生物素材も維
持管理しています。
Bioinformation グループは、タイ
の生物資源に関する情報に統合的に
アクセスするための情報基盤を確立
し、バイオリソースからの価値を創
造するためのバイオインフォマティ
クスを含む計算手法を開発すること
を目指しています。TBRC は TBRC
のパートナーや協力者が維持する
様々な生物資源データベースや解析
ツールと連携します。さらに TBRC
は、物質譲渡と利益分配に必要な情
報処理の標準化も進めます。  

TBRC の組織図
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NewsLetter に掲載されているあらゆる内容の無断転
載・複製を禁じます。すべての内容は日本の著作権法、
及び国際条約により保護されています。

ニュースレターのダウンロード先
URL: www.shigen.nig.ac.jp/shigen/news/

国内外のバイオリソースを巡る様々な問題や取り組みについて、毎月ホットな話題をこのニュースレターで紹介していきます。



BCC の微生物の大半は、人の健康、環
境整備、農業や工業への応用研究に使
われています。現在 BCC は、創薬の
可能性のある分離株を6,000以上、農
業や工業への応用が見込める酵素活性
を示す分離株を2,000以上、種分類の
基準種は約400株保有しています。 

微生物以外にも BIOTEC は研究と産
業に使用できる様々な生物素材、42
のベクター、21 のホスト、80 の組
み換え体クローン、および抗体産生
のための 430 の ハイブリドーマク
ローンを収集保存していますし、
BIOTEC バンコク植物標本保存施設
（BBH）は菌類の乾燥標本を 34,681
保存しています。

TBRC の公式稼働 (2014 年 ) 後は、
BIOTEC における BCC の微生物その
他の生物素材のコレクションが徐々
に TBRC に移されることになり、
BIOTEC のバイオリソースの管理体
制が整うともに、タイと ASEAN 諸
国に跨るネットワークも強化される
ことでしょう。 

TBRCに関する詳細な情報は、
www.biotec.or.th/tbrcから発信してい
ます。■

過去 10 年に渡り BIOTEC は、生物
資源の持続可能な活用を目指す研究
プログラム（微生物資源の管理と微
生物活用の研究プログラム）に時間
と努力を注いできました。BIOTEC
は、OECD が作成したガイドライン
に従って微生物を提供するため、
1996 年に BIOTEC 微生物株保存機
関（BCC）を設立しました。BCC に
は 約 63,854 の 菌 株（1,038 属
2,027 種）が 収集保存されています。
2013 年 9 月現在、41,099 の真菌
（809 属 1,264 種）、6,514 の酵母
（63 属 315 種）、及び 15,971 の細
菌（166 属 448 種）が保存されて
います。これらの菌株は、長期間遺
伝的に安定に保存するために、冷凍
または凍結乾燥されています。保存
培養株の生存と保全性をより確実に
するために、多くの予防策がとられ
ており、たとえば自動温度制御調整
装置、警報システム付き温度監視装
置、およびバックアップ用電力貯蔵
装置などを利用しています。2005
年に BCC は、サービスプロバイダー
として ISO 9001:2000 の認証を受
けました。BCC の施設自体も知的財
産部局より特許関連の微生物貯蔵所
として指定されました。

連絡先   〒411-8540　静岡県三島市谷田 1111
　　　　国立遺伝学研究所  生物遺伝資源センター
                 TEL 055-981-6885 ( 山崎 )  
                 E-mail：brnews@shigen.info
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(WGR) www.shigen.nig.ac.jp/wgr/
(JGR) www.shigen.nig.ac.jp/wgr/jgr/jgrUrlList.jsp

バイオリソース情報

今年はタイのリソースセンターの話題からスタートです。
昨 年 11 月 に 葉 山 で 第 5 回 Asian Network of Research 
Resource Centers (ANRRC) が開催されましたが、その折に
Lily 博士から TBRC の素晴らしい計画を伺い、是非読者の皆
様にもお伝えしたいと思い、原稿のご執筆をお願いしました。
組織の構成や省庁を越えたネットワーク作りなど、参考にな
ることが多いと思います。またタイをはじめ ASEAN 諸国で
は女性の活躍が目立っていることも、心強く感じています。
今後の Asian Network の発展にご期待ください。（Y.Y.)
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現役開発者のコメント：線虫データベースは10年前に公開してからほとんど変更なしに安定運用できている
稀なケースです。NBRP線虫の代表機関によるデータ更新、スクリーニング依頼者の受付、リソースを使った
研究成果のフィードバックなどのすべてがオンライン上で円滑に行われ、年平均400-500ずつの変異体系統
が蓄積していきます。開発者からみると手のかからない完成度の高いデータベースではありますが、利用者
の間口を広げる意味でも、そろそろ新しい「顔」を準備したいと思っているところです。

・変異体：5,482系統
・プロモーター・マーカー
：187プラスミド

（2013年12月現在）

DB名：C. elegans
URL ：http://www.shigen.nig.ac.jp/c.elegans/
言 語：日本語　英語
コンテンツ：
　　　 ・変異体の対立遺伝子、表現型、変異部位、遺伝子構造、
　　　 　プライマー配列など
　　　 ・プロモーター・マーカーのコンストラクト名、
　　　　 遺伝子名、発現パターン
特 徴：
　　　 ・ウェブサイトを通じて利用者からの新規標的遺伝子
　　　　 の変異体スクリーニングを受け付けており、その
　　　　 進行状況も確認できる.
　　　 ・リソース配布先の情報が公開されている.
　　　 ・論文のフィードバックが多い.
連携DB：Worm Base、RRC(成果論文データベース)
DB構築グループ：NBRP線虫、NBRP情報
運用機関：国立遺伝学研究所生物遺伝資源センター
DB公開開始年：2003年        DB最終更新年：2013年

今月のデータベース

BIOTEC における生物素材の現状

TBRC の広域ネットワークを構成す
る機関は以下の通りです： 
・  タイ微生物株保存機関ネットワー
　ク（TNCC）はタイの４つの主要
　な微生物株保存機関、すなわち　
　BIOTEC（Ministry of Science and 
　Technology）、医科学局　　　　
　（Ministry of  Public Health）、農
　学局（Ministry of Agriculture and 
　Cooperatives）、及びタイ科学技術
　研究所 (Ministry of Science and 　
　Technology) からなる。 
・  タイの各大学にあるバイオリソー
　ス研究センターのネットワーク。
・  ASEAN 諸国にあるバイオリソース
　研究センターのネットワーク。　
　ASEAN 微生物活用ネットワーク　
　は、ASEAN 各国の学術研究所をメ
　ンバーとして2014年2月に組織さ
　れる予定。

Biolaw グループは、TBRC の活動（例
えば物質譲渡契約（MTA）、物質取
得契約（MAA）、及び実施許諾契約）
の全般的な実施のための書類を作成
し、バイオリソースを法的に管理す
ることを目的としています。さらに
このグループは、他の微生物株保存
機関の法律の相談にも応じます。
Biobusiness グループが目指すのは、
該当ビジネス単位と協調し、製品
ポートフォリオ作成のために重要な
バイオリソースデータベースを研究
開発し、生物資源関連の産業を研究
分析して、生物資源センターの適切
な行動計画を作成することです。

TBRC のネットワーク


